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—
—

大
使
は
駐
日
大
使
就
任
以
前
に
、
駐
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使
と

駐
イ
ン
ド
大
使
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

大
使　

特
命
全
権
大
使
と
い
う
役
職
に
就
く
こ
と
は
、
と
て
も
名
誉

な
こ
と
で
あ
り
、
大
き
な
責
務
を
と
も
な
い
ま
す
。
二
国
間
関
係
の

前
進
・
深
化
・
拡
大
の
た
め
に
、
全
力
を
尽
く
す
こ
と
が
大
使
の
役

割
で
す
。
こ
れ
は
任
国
が
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
、
変
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

—
—

日
本
で
の
暮
ら
し
は
い
か
が
で
す
か
。

大
使　

私
は
も
と
も
と
ア
ウ
ト
ド
ア
派
な
の
で
、
日
本
各
地
を
旅
す

る
の
が
大
好
き
で
す
。
宗
谷
岬
や
熊
野
古
道
、
し
ま
な
み
海
道
で
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
、
富
士
山
で
の
登
山
は
良
い
思
い
出
で
す
。
四
国

八
十
八
ヵ
所
巡
り
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
各
地
で
出
会
っ
た
人

た
ち
が
、
み
な
さ
ん
と
て
も
親
切
だ
っ
た
の
が
特
に
印
象
的
で
す
。

—
—

メ
キ
シ
コ
も
世
界
中
か
ら
観
光
客
を
惹
き
つ
け
て
い
ま
す
。

駐
日
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
大
使

メ
ル
バ・
プ
リ
ー
ア

駐
日
大
使
は
、
各
国
の
正
式
代
表
と
し
て

日
本
に
常
駐
す
る
唯
一
の
存
在
。

大
使
の
目
に
、
日
本
外
交
は
ど
う
映
る
の
か
。

メ
キ
シ
コ
の
外
交
原
則
、
核
問
題
、
日
墨
協
力
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
プ
リ
ー
ア
大
使
に
聞
い
た
。
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四
〇
〇
年
の
歴
史
が
培
っ
た

日
本
と
メ
キ
シ
コ
の
絆
と
協
力 駐

日
大
使
は
語
る
⑥【

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
構
成
】
小
南
有
紀
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大
使　

メ
キ
シ
コ
は
文
化
と
多
様
性
あ
ふ
れ
る
国
で
す
。
国
内
に
は

三
五
の
世
界
遺
産
が
あ
り
、
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
国
の
中
で
は
最

多
で
す
。
豊
か
な
食
文
化
も
継
承
さ
れ
て
お
り
、
メ
キ
シ
コ
料
理
は

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
住

民
族
の
文
化
も
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
キ
シ
コ
の
魅
力
は
観
光
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
内
に
は
才

能
豊
か
な
若
者
た
ち
が
た
く
さ
ん
お
り
、
メ
キ
シ
コ
経
済
は
活
力
に

満
ち
て
い
ま
す
。
現
在
、
メ
キ
シ
コ
は
五
〇
の
国
や
地
域
と
自
由
貿

易
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
国
内
の
イ
ン
フ
ラ
も
世
界
屈
指
の
も
の
で

す
。
観
光
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
生
活—

—
ど
の
面
を
と
っ
て
も
、
我
が

国
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

—
—

メ
キ
シ
コ
で
は
、
政
界
や
社
会
で
の
女
性
の
活
躍
が
著
し
い

で
す
ね
。

大
使　

実
は
、
メ
キ
シ
コ
は
も
と
も
と
「
マ
チ
ス
モ
（
男
性
優
位
主

義
）」
の
伝
統
が
強
い
社
会
で
し
た
。
こ
れ
が
変
化
し
た
の
は
、「
メ

キ
シ
コ
を
誰
に
と
っ
て
も
良
い
国
に
す
る
」
と
い
う
、
政
治
家
と
社

会
の
強
い
意
志
に
よ
る
も
の
で
す
。
現
在
、
選
挙
時
の
各
政
党
の
候

補
者
数
は
、
男
女
同
数
で
あ
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
和
へ
の
道
は
、
対
話
の
機
会
を
閉
ざ
さ
な
い
こ
と

—
—

隣
国
で
あ
る
米
国
と
の
間
に
は
強
い
経
済
関
係
が
存
在
す
る

一
方
、
移
民
を
め
ぐ
る
問
題
も
あ
り
ま
す
。

大
使　

メ
キ
シ
コ
と
米
国
の
間
に
は
歴
史
的
・
地
理
的
・
人
的
な
紐

帯
が
あ
り
、
経
済
関
係
は
こ
れ
ら
の
産
物
だ
と
い
え
ま
す
。
墨
米
関

係
は
世
界
で
最
も
発
展
し
た
関
係
の
一
つ
で
す
。
二
〇
二
〇
年
七
月

に
は
、
北
米
自
由
貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
に
代
わ
っ
て
、
米
国
・

メ
キ
シ
コ
・
カ
ナ
ダ
協
定
（
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
が
発
効
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
域
内

の
貿
易
額
は
、
一
九
年
の
一
六
六
〇
億
ド
ル
か
ら
二
六
七
〇
億
ド
ル

（
二
二
年
四
月
時
点
）
へ
と
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
も
含

め
て
、
北
米
地
域
の
経
済
関
係
は
ま
す
ま
す
緊
密
化
し
て
い
ま
す
。

　

移
民
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
メ
キ
シ
コ
と
米
国
の
問
題
と
考
え

る
の
は
間
違
い
で
す
。
墨
米
国
境
を
越
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、

メ
キ
シ
コ
出
身
者
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
中
米
諸
国
出
身
者
も
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
移
民
問
題
は
、
決
し
て
墨
米
二
国
間
の
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
良
好
な
墨
米
関
係
こ
そ
が
、
移
民
問
題
の

解
決
に
寄
与
す
る
の
で
す
。

—
—

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
め
ぐ
る
メ
キ
シ
コ
の
立
場
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
す
か
。

大
使　

メ
キ
シ
コ
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
断
固
と

し
て
容
認
し
な
い
立
場
を
貫
い
て
い
ま
す
。
三
月
に
は
、
フ
ラ
ン

ス
な
ど
と
と
も
に
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
侵
略
の
人
道
的
結
果
」
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と
題
す
る
決
議
案
を
国
連
総
会
に
提
出
し
、
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国
際
調
停
委
員
会
の
設
置
も
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
我
が
国
は
ロ
シ
ア
に
対
す
る
経
済
制
裁
や
、
国
際
機
構

か
ら
ロ
シ
ア
を
排
除
す
る
こ
と
に
は
否
定
的
で
す
。
経
済
制
裁
や
国

際
機
構
か
ら
の
排
除
は
、
対
話
の
機
会
を
閉
ざ
す
だ
け
で
あ
り
、
紛

争
の
平
和
的
解
決
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
今
回
の
紛
争
に

限
ら
ず
、
メ
キ
シ
コ
が
歴
史
的
に
貫
い
て
き
た
立
場
な
の
で
す
。

—
—

メ
キ
シ
コ
は
北
朝
鮮
と
外
交
関
係
を
有
し
て
い
ま
す
。
北
朝

鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

大
使　

メ
キ
シ
コ
の
間
近
で
起
こ
っ
た
キ
ュ
ー
バ
危
機
（
一
九
六
二

年
）
の
経
験
か
ら
、
メ
キ
シ
コ
人
は
核
・
ミ
サ
イ
ル
の
問
題
を
「
現

実
の
も
の
」
と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
の
証
左
の
一
つ
が
、

六
七
年
に
署
名
さ
れ
た
ト
ラ
テ
ロ
ル
コ
条
約
で
す
。
こ
の
条
約
は
、

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
カ
リ
ブ
海
地
域
を
核
兵
器
の
な
い
場
所
に

す
る
も
の
で
す
。
条
約
の
締
結
に
尽
力
し
た
メ
キ
シ
コ
外
交
官
の
ア

ル
フ
ォ
ン
ソ
・
ガ
ル
シ
ア
＝
ロ
ブ
レ
ス
氏
は
、
八
二
年
に
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
メ
キ
シ
コ
は
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て

真
剣
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
で
す
（
編
集
部
注
：
二
〇
〇
二
年
に

キ
ュ
ー
バ
が
同
条
約
に
批
准
し
、
対
象
の
三
三
ヵ
国
す
べ
て
の
批
准

が
完
了
し
た
）。

　

こ
の
よ
う
な
立
場
ゆ
え
、
メ
キ
シ
コ
は
相
次
ぐ
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ

ル
発
射
を
非
難
し
、
即
時
停
止
を
求
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
北
朝

鮮
と
断
交
す
べ
き
か
と
い
え
ば
、
答
え
は
ノ
ー
で
す
。
先
ほ
ど
も
申

し
上
げ
た
通
り
、
対
話
の
機
会
を
保
た
な
け
れ
ば
、
平
和
的
解
決
は

で
き
な
い
か
ら
で
す
。
我
が
国
の
立
場
は
一
貫
し
て
い
ま
す
。

「
人
と
人
」
が
支
え
る
日
墨
関
係

—
—

日
本
・
メ
キ
シ
コ
関
係
の
歩
み
に
つ
い
て
、
大
使
は
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
す
か
。

大
使　

両
国
の
関
係
は
、
当
時
ス
ペ
イ
ン
領
だ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
か

ら
メ
キ
シ
コ
へ
と
向
か
う
船
が
難
破
し
、
現
在
の
千
葉
県
御
宿
沖
に

座
礁
し
た
一
六
〇
九
年
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
ま
す
。
日
本
の
人
々
は

遭
難
者
た
ち
を
救
助
し
、
献
身
的
に
介
抱
し
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
江
戸
幕
府
は
太
平
洋
を
横
断
で
き
る
大
き
な
船
ま
で
建
造

し
、
救
助
さ
れ
た
メ
キ
シ
コ
人
た
ち
は
故
郷
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。
そ
し
て
時
代
を
経
て
、
一
八
八
八
年
に
「
日
墨
修
好
通
商

航
海
条
約
」
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
約
は
、
日
本
に
と
っ
て

初
の
平
等
条
約
で
し
た
。

　

メ
キ
シ
コ
が
ア
ジ
ア
で
有
す
る
外
交
関
係
の
中
で
、
墨
日
関
係
は

最
も
長
い
歴
史
を
有
し
て
お
り
、
最
も
成
熟
し
た
関
係
で
す
。
両
国

は
と
も
に
太
平
洋
に
面
す
る
国
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
協

力
を
深
め
て
い
ま
す
。
地
理
的
な
距
離
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
墨
日
関
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係
は
非
常
に
緊
密
な
の
で
す
。

—
—

両
国
は
と
も
に
「
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る

包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定
（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）」
の
参
加
国
で
す
。

大
使　

メ
キ
シ
コ
と
日
本
は
二
〇
〇
五
年
に
自
由
貿
易
協
定
を
締

結
し
、
貿
易
が
活
発
化
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
す
で
に
両
国

間
に
存
在
し
て
い

た
緊
密
な
経
済
関
係

を
、
よ
り
一
層
促
進

す
る
も
の
で
す
。
メ

キ
シ
コ
に
は
現
在
約

一
三
〇
〇
社
も
の
日

系
企
業
が
進
出
し
て

い
ま
す
。
日
本
の
企

業
が
北
米
地
域
で
ビ

ジ
ネ
ス
を
行
う
上

で
、
我
が
国
は
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の

要
と
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

—
—

両
国
の
共
通
点

の
一
つ
に
、台
風（
ハ

リ
ケ
ー
ン
）
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

大
使　

防
災
の
分
野
で
両
国
の
協
力
は
深
ま
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

一
九
八
五
年
の
大
地
震
の
後
に
設
立
さ
れ
た
国
立
防
災
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
）
は
、
日
本
の
経
験
か
ら
多
く
を
学
ん
で
い

ま
す
。
地
方
自
治
体
の
災
害
へ
の
備
え
を
拡
充
す
る
た
め
に
、
私
た

ち
は
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
と
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

両
国
の
学
術
交
流
も
活
発
で
す
。
二
〇
二
二
年
一
〇
月
に
は
第
五

回
日
墨
学
長
会
議
が
上
智
大
学
で
開
催
さ
れ
、
約
五
〇
大
学
の
学
長

が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
現
在
、
両
国
の
大
学
の
間
に
は
二
〇
〇
以

上
も
の
協
定
が
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
や
文
学
な
ど
も
含
め
て
、

両
国
の
学
術
交
流
の
分
野
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

—
—

大
使
館
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
、
両
国
の
国
民
同

士
の
交
流
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
ね
。

大
使　

約
四
〇
〇
年
前
に
御
宿
の
人
々
が
メ
キ
シ
コ
人
遭
難
者
を
救

助
し
た
よ
う
に
、
国
家
間
の
友
好
関
係
の
基
礎
に
は
、
人
と
人
の
絆

が
あ
る
の
で
す
。
メ
キ
シ
コ
で
は
ア
ニ
メ
な
ど
の
日
本
文
化
が
人
気

で
す
し
、
日
本
を
訪
れ
る
メ
キ
シ
コ
人
観
光
客
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
墨
日
関
係
が
今
後
も
さ
ら
に
拡
大
・
深
化
し
、
さ
ら
に
良
い

も
の
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
駐
日
大
使
と
し
て
、
引
き
続
き

全
力
で
こ
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
●

2022 年10月6 〜7日に上智大学で開かれた第５回日墨学長会議。左から2人
目がプリーア大使（駐日メキシコ大使館提供）




